
 

 

学校における働き方に関するアンケート 

最終結果まとめ 

 

 

 

令和７年１０月３１日～１１月２４日 

（いいネットならアカウント 教職員用・学校用フォームより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3 

 

18%

29%

20%

21%

11%
1%

アンケート 年代別回答者割合

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

1124 人 

 

1800 人 

 

1196 人 

 

1262 人 

 

697 人 

 

51 人 

 合計   6,130 人 

対象者   11,770 人 

回答率    52.1 ％ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問項目６ 教職員として、奈良県で働き続けたいと思っていますか 

【全体】 

「教職員として奈良県で働き続けたいと思っているか」という質問では、全体では７５％の教職員が「と

ても思う」「やや思う」と回答している。「どちらともいえない」は２０％であった。一方で「あまり思わな

い」「全く思わない」は５％であった。校種別においても同様の傾向である。 

 

38%

37%

20%

4% 1%

とても思う

やや思う

どちらともいえない

あまり思わない

全く思わない

37%

39%

19%

4% 1%

小学校・義務教育学校（前期）

とても思う

やや思う

どちらともいえな

い

あまり思わない

全く思わない

37%

37%

21%

3%
2%

中学校・義務教育学校（後期）

とても思う

やや思う

どちらともいえな

い

あまり思わない

全く思わない

40%

33%

22%

4% 1%

高等学校・県立中学校

とても思う

やや思う

どちらともいえな

い

あまり思わない

全く思わない

38%

39%

19%

3% 1%
特別支援学校

とても思う

やや思う

どちらともいえな

い

あまり思わない

全く思わない



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「継続的に学び続け、自分自身の成長を感じていますか」という質問では、「とても感じる」「やや感じる」

と答える割合が８２％であり、「あまり感じない」「全く感じない」割合は３％であった。全ての校種を通

じて同様の傾向であった。 

 奈良県の教員が学び続け成長を感じることは比較的できていると思われる。 

質問項目７ 継続的に学び続け、自分自身の成長を感じていますか 

【全体】 

23%

59%

15%

2% 1%

とても感じる

やや感じる

どちらともいえない

あまり感じない

全く感じない

22%

58%

16%

3% 1%

中学校・義務教育学校（後

期）

とても感じる

やや感じる

どちらともいえ

ない

あまり感じない

22%

60%

16%

2% 0%

小学校・義務教育学校（前

期）

とても感じる

やや感じる

どちらともいえな

い

あまり感じない

28%

55%

15%

2% 0%

高等学校・県立中学校

とても感じる

やや感じる

どちらともいえな

い

あまり感じない

全く感じない

21%

61%

16%

2% 0%

特別支援学校

とても感じる

やや感じる

どちらともいえ

ない

あまり感じない

全く感じない



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問項目８ 教職員同士の協力や支え合いを感じていますか。 

【全体】 

「教職員同士の協力や支え合いを感じていますか」という質問では、８３％が「とても感じる」「やや感

じる」と回答している。「あまり感じない」「全く感じない」は５％であった。校種別に見ると、「とても感

じる」割合が小学校で４２％、中学校で３８％であるのに対して、高等学校・県立中学校、特別支援学校で

は３３％であり、小、中学校の教職員の方が協力や支え合いを感じているという傾向が見られる。 

協力や支え合いが感じられない理由としては、「業務が分担されず偏っている」や「自分自身のことで精

一杯で配慮ができていない」などの意見があげられている。特に、仕事の分担の不公平さを挙げている意見

が多数みられる。 

 

38%

45%

12%

4%
1%

とても感じる

やや感じる

どちらともいえない

あまり感じない

全く感じない

42%

44%

10%

3% 1%

小学校・義務教育学校（前期）

とても感じる

やや感じる

どちらともいえな

い

あまり感じない

38%

45%

12%

4% 1%

中学校・義務教育学校（後期）

とても感じる

やや感じる

どちらともいえな

い

あまり感じない

33%

48%

14%

4% 1%

高等学校・県立中学校

とても感じる

やや感じる

どちらともいえな

い

あまり感じない

全く感じない

33%

47%

16%

3% 1%

特別支援学校

とても感じる

やや感じる

どちらともいえな

い

あまり感じない

全く感じない



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問項目９ ワークライフバランスを確立させることができていますか 

「ワークライフバランスを確立させることはできていますか」という質問では、４６％が「とてもできてい

る」「ややできている」と回答している。一方で２８％が「あまりできていない」「全くできていない」と回答

している。ワークライフバランスを確立できていると感じている教職員は半数以下で、校種別では、中学校で

肯定的な回答が４２％と最も低い。 

「あまりできていない」「全くできていない」理由としては「仕事量が多い」「勤務時間が長い」「部活動と

の両立が難しい」「持ち帰りの仕事をしている」などの理由が多くあげられている。 

【全体】 
10%

36%

26%

21%

7%

とてもできている

ややできている

どちらともいえない

あまりできていない

全くできていない

9%

37%

27%

21%

6%

小学校・義務教育学校（前期）

とてもできて

いる
ややできてい

る
どちらともい

えない
あまりできて

いない

9%

33%

26%

24%

8%

中学校・義務教育学校（後期）

とてもできている

ややできている

どちらともいえな

い

あまりできていな

い

全くできていない

11%

34%

25%

22%

8%

高等学校・県立中学校

とてもできている

ややできている

どちらともいえな

い

あまりできていな

い

全くできていない

10%

44%27%

15%

4%

特別支援学校

とてもできている

ややできている

どちらともいえな

い

あまりできていな

い

全くできていない



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問項目１０ 自分の仕事は適切に評価され、尊重されていると 

感じていますか 

 「自分の仕事は適切に評価され、尊重されていると感じていますか」という質問では、６０％が「と

ても感じる」「やや感じる」と回答。７％が「あまり感じない」２％が「全く感じない」と回答してい

る。 

【全体】 
14%

46%

31%

7% 2%

とても感じる

やや感じる

どちらともいえない

あまり感じない

全く感じない

14%

48%

30%

7% 1%

小学校・義務教育学校（前期）

とても感じる

やや感じる

どちらともいえな

い

あまり感じない

全く感じない

14%

46%

31%

7% 2%

中学校・義務教育学校（後期）

とても感じる

やや感じる

どちらともいえな

い

あまり感じない

全く感じない

15%

45%

31%

6%
3%

高等学校・県立中学校

とても感じる

やや感じる

どちらともいえな

い

あまり感じない

全く感じない

11%

48%

30%

9%
2%

特別支援学校

とても感じる

やや感じる

どちらともいえな

い

あまり感じない

全く感じない



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問項目１２ 月あたりの平均的な時間外在校等時間は何時間ですか 

 

【全体】 

 「月あたりの平均的な時間外在校等時間は何時間ですか」という質問では、３０時間以下３４％、30 時

間超から４５時間以下３５％、４５時間超から８０時間以下２６％、８０時間超５％となっている。文部

科学省の指針で１００％が目標とされている４５時間以下の教職員の割合は、全体では、６９％、校種別

では、小学校が７２％、中学校が５６％、高等学校・県立中学校は６６％、特別支援学校は８８％であっ

た。 

34%

35%

26%

5%

30時間以下

30時間超から45時間以下

45時間超から80時間以下

80時間超

33%

39%

25%

3%

小学校・義務教育学校（前期）

30時間以下

30時間超から45

時間以下

45時間超から80

時間以下

80時間超

25%

31%

35%

9%

中学校・義務教育学校（後期）

30時間以下

30時間超から45

時間以下

45時間超から80

時間以下

80時間超

33%

33%

28%

6%

高等学校・県立中学校

30時間以下

30時間超から45

時間以下

45時間超から80

時間以下

80時間超

59%29%

11%

1%
特別支援学校

30時間以下

30時間超から45

時間以下

45時間超から80

時間以下

80時間超



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問項目１３ 令和４年度（３年前）と比べて時間外在校等時間は短く

なりましたか 

 

 「令和４年度（３年前）と比べて時間外在校等時間は短くなりましたか」という質問では、３６％が「短

くなった」「同じ」、１６％が「長くなった」と回答している。同じもしくは長くなったと回答している割

合を合計すると、５２％であり、教職員の半数以上が時間外在校等時間の減少を実感できていないという

結果となった。この傾向は高等学校・県立中学校でより顕著で、同じもしくは長くなったと回答している

割合は６０％である。 

【全体】 

36%

36%

16%

12% 短くなった

同じ

長くなった

3年前は奈良県の公立学校

教員ではなかった

39%

34%

16%

11%

小学校・義務教育学校（前期）

短くなった

同じ

長くなった

3年前は奈良県の

公立学校教員では

なかった

38%

36%

14%

12%

中学校・義務教育学校（後期）

短くなった

同じ

長くなった

3年前は奈良県の

公立学校教員では

なかった

28%

40%

20%

12%

高等学校・県立中学校

短くなった

同じ

長くなった

3年前は奈良県の

公立学校教員では

なかった

33%

40%

15%

12%

特別支援学校

短くなった

同じ

長くなった

3年前は奈良県の

公立学校教員では

なかった



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問項２６ 令和４年度（３年前）と比べて学校における働き方改革が 

進んでいると感じますか 

 

 「令和４年度（３年前）と比べて学校の働き方改革は進んでいると思いますか」という質問では、「とて

も感じる」、「やや感じる」と肯定的に回答している割合は４０％であるのに対して、「あまり感じない」、

「全く感じない」と否定的に回答している割合は４９％であった。特に、高等学校・県立中学校と特別支

援学校では、否定的な回答の割合は５４％、５５％と半数以上であり県立学校での学校における働き方改

革の実感が持てていない教職員が多いという傾向がある。 

【全体】 

5%

35%

34%

15%

11%

とても感じる

やや感じる

あまり感じない

全く感じない

３年前は奈良県の公立学校

教員ではなかった

5%

35%

34%

15%

11%

小学校・義務教育学校（前期）

とても感じる

やや感じる

あまり感じない

全く感じない

３年前は奈良県の公立

学校教員ではなかった

5%

38%

30%

15%

12%

中学校・義務教育学校（後期）

とても感じる

やや感じる

あまり感じない

全く感じない

３年前は奈良県の公立

学校教員ではなかった

4%

31%

37%

17%

11%

高等学校・県立中学校

とても感じる

やや感じる

あまり感じない

全く感じない

３年前は奈良県の公立

学校教員ではなかった

3%

30%

40%

15%

12%

特別支援学校

とても感じる

やや感じる

あまり感じない

全く感じない

３年前は奈良県の公立

学校教員ではなかった



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問項目３０ 業務の中で最も負担感の強い業務は何ですか 

 

41%

12%9%
8%

7%

8%

5%
3%

0% 7%

小学校・義務教育学校（前期）

保護者・地域からの要望・苦情への対応

通知表・指導要録の作成

国や県、市町村からのアンケートへの回答

生徒指導

支援が必要な家庭への対応

研修会の準備・報告

成績処理

テストや教材の作成・採点

部活動

その他

27%

2%

7%

12%
5%4%

9%

10%

17%

7% 中学校・義務教育学校（後期）

保護者・地域からの要望・苦情への対応

通知表・指導要録の作成

国や県、市町村からのアンケートへの回答

生徒指導

支援が必要な家庭への対応

研修会の準備・報告

成績処理

テストや教材の作成・採点

部活動

その他

24%

1%

7%

12%

5%3%

13%

8%

19%

8%
高等学校・県立中学校

保護者・地域からの要望・苦情への対応

通知表・指導要録の作成

国や県、市町村からのアンケートへの回答

生徒指導

支援が必要な家庭への対応

研修会の準備・報告

成績処理

テストや教材の作成・採点

部活動

その他



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校用アンケート） 

質問項目３５ 学校における働き方改革を更に進めていくためには、

何が必要であると思いますか（上位３つを選択） 

 業務の中で一番負担感いずれの校種においても「保護者・地域からの要望・苦情への対応」があげられ

ている。一方「通知表・指導要録の作成」では、高等学校・県立中学校１％、中学校２％であるのに対し

て、特別支援学校では１６％となっている。また、「生徒指導」では、小学校（８％）、特別支援学校（５％）

に対して、中学校（１２％）、高等学校・県立学校（１２％）で高い割合となっている。「部活動」では、

中学校（１７％）、高等学校・県立中学校（１９％）の教職員が負担感を感じている。「その他」として、

「パソコンを使った業務や研修」、「校務分掌」、「行事の準備」、「会計事務」「欠員への対応」などがあげら

れている。 

 「学校における働き方改革を更に進めて行くためには、何が必要であると思いますか」という質問に対

しては、２６５校（８３％）の学校が「教員の増員」をあげている。続いて「欠員等の確実な補充」（５４．

２％）、「業務の精選」（３４．８％）「教員の意識改革」（２７％）などの項目があげられている。 

24%

16%

6%
5%13%

6%

8%

3%

2%

17%

特別支援学校

保護者・地域からの要望・苦情への対応

通知表・指導要録の作成

国や県、市町村からのアンケートへの回答

生徒指導

支援が必要な家庭への対応

研修会の準備・報告

成績処理

テストや教材の作成・採点

部活動

その他
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22
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33
62

111
82

173
265

79

0 50 100 150 200 250 300

部活動の改革

教員の意識改革

学校と市町村教育委員会の連携

学校と県教育員会の連携

教員以外の人材（支援スタッフ等）の活用

業務の外部委託

業務の精選

保護者や地域の理解

欠員等の確実な補充

教員の増員

予算

319校回答


